家庭教育部HP　開催セミナー報告
セミナー名： 『いのちと性を喜ぼう』
講師：①幼児～小学低学年　62名　 佐野かおり氏(霞が関キリスト教会牧師夫人)

②小学中学年　28名  髙橋渉師(登別中央福音教会牧師)

③小学高学年　29名　　丸山園子師(習志野台キリスト教会牧師) 

④中学生　　31名　　齋藤千恵子師(新船橋キリスト教会牧師)
⑤高校生　　31名　杉山はるか氏(浜松中沢教会員・助産師)
⑥青年・大学　16名　　李もも子氏(高麗聖書教会牧師夫人・看護師)
⑦婚約ｶｯﾌﾟﾙ・夫婦　16名　　安藤啓子師(世田谷中央教会牧師)
⑧英語版　3名　マクドエル綾子氏(杉戸キリスト教会員・助産師)
開催年月日：２０２２年４月２日(土)１５：００～１６：３０
場所：Zoom配信
添付資料：案内PDF、アンケートPDF、「世の光」掲載記事PDF
内容報告（アウトライン）：
全員で「いのちの奇跡」ビデオを視聴後、各セッションに分かれた。
①幼児～小学低学年（佐野かおり）
　「生まれてきてくれてありがとう！〜あなたの大切ないのちと性〜」
●神さまからいただいたいのち
神さまがこの世界を造り、神さまのかたちとして人を造られた。すばらしい創造のわざ。
●誕生の喜び
●おへその話　　　
いのちのつながり。生まれてくるまでお母さんとへその緒で、つながっている。
《おへそクイズ》おへそがあるかな？
カエル→× 犬→◯
たまごで生まれるのにはおへそはない。
●赤ちゃんはどうやって生まれるの？
⚪︎いのちのもと　卵子と精子
⚪︎いのちのはじまり　受精卵
⚪︎お腹の中での成長、出産
⚪︎赤ちゃんの誕生　
　　赤ちゃんが生まれるところ
赤ちゃんの誕生の２つの方法
●プライペートゾーン
⚪︎読み聞かせ
⚪︎口と水着で隠れるところ　　　　　　　　　口、胸、お尻、性器
⚪︎人に見せない。さわらせない。からだの中で特に大切なところ。嫌なことがあったら大人に話してよい。NOと言ってよい。(性被害の防止)
●自分の番　
いのちのバトン。
10代前で1024人。
●神さまからのおくりもの
わたしが生まれてきたのは、当たり前ではなく、神さまからのおくりもの。
よいものをいただいている。お友だちも。自分も他の人も大切。
生まれてくれてありがとう。
参考文献:「赤ちゃんはどこからくるの？」(平原史樹 少年写真新聞社)
「おしえてくもくん　プライペートゾーンってなぁに？」(監修　小笠原和美、制作　サトウミユキ、企画masumi 東山書房)
「かみさまからのおくりもの」(ひぐちみちこ　こぐま社) 他
②小学中学年（高橋渉）
　「もっと自分が好きになる～いのちと性の話～」

1「みんな生きてる？」
2「どうやって産まれたの？」
3「どうやって赤ちゃんができるの？」（受精〜妊娠の動画）
4 赤ちゃんのすごい力
5 いのちを生み出す特別な方法
6 質問タイム
ポイント：①奇蹟的に生まれてきた「自分」　②いのちの誕生・人体の神秘　
③プライベートゾーン・性被害予防　④いのちを傷つけることば　
⑤セックスの素晴らしさとその責任（人工妊娠中絶）
③小学高学年
　　いのちと性は、神さまの主権のもとにあることを知ること。これから体験してゆく第二次性徴・思春期に備えることを伝えた。
●神さまが価値を決める
●神さまが形造ってくださったいのち（受精から誕生まで）

●第二次性徴　男子と女子に起こること
●結婚　第二次性徴を経て身体が大人になるだけで結婚ではなく、備えが必要
　　　　　 結婚は神さまの祝福

●プライベートゾーンを守ろう！　自分のプライベートゾーンも、人のプライベートゾーンも。

●思春期　イライラはアンバランス
●思春期の備え　身体の成長だけでなく、心の成長、社会性の成長、霊性の成長に必要なこと

④中学生（齋藤千恵子）
　１．　私たちは神さまに愛され、受け入れられています。
一人一人の容姿も性格もオリジナリティーをもった存在として目的をもって造られた。
一人一人は神さまの最高傑作、神さまに失敗作はない。
自分が自分の一番の良き理解者、友だちになりましょう。
２．異性に興味を持つようになるのは自然なこと。悪いことでも恥ずかしいことでもない。
大事なのはどんな態度で異性に接するかということ。差別や偏見なく尊重する態度で。
スクールセクハラについて：
性的なからかいや冗談、容姿についての話題、「男（女）のくせに」もセクハラです。
３．好きな人がどうするの？　一対一で付き合う前に準備が必要
異性について一般的な知識を持つ／相手を個人的に知る／結婚を思い描ける？／体の境界線を守れる？
４．体の境界線について
オープンゾーン：他の人に触れても気にしないところ（手、足、肩など）
デリケートゾーン：人によっては敏感なところ（耳、首、腰、口、ほほ、鼻など）
プライベートゾーン：人に見せても触らせてもダメ（おしり、内もも、生殖器官、胸）
オープンゾーンとデリケートゾーンは人によって違う、プライベートゾーンは同じ
※「愛する」というのは、相手の境界線を尊重すること。相手を大切にすること。
５．幸せな結婚を目指して
結婚をイメージできるようになってから一対一のお付き合いをしよう。
結婚：何でも話せる／安心／成長／満足／体が一つ／相談できる／感情を分かち合う
親密な関係に進むには順序がある。体の接触を進める前に相手の同意を得る必要。
６．それは思い込みです！
好きなったら早く付き合い始めた方が相手のことをよく知ることができる。早く体の関係を持った方が相手との関係が長続きする。結婚したい人とはできちゃった結婚が一番！中学生がセックスしても法律を犯すわけじゃないし、誰にも迷惑をかけない。もし妊娠しても堕ろせばいい。コンドームなどの避妊具の成功率は高い。一回のセックスでは性感染症にはならない。これらはみんな思い込み！
７．結婚前のセックスを避ける方法
①境界線を決めておく②エッチな画像やビデオを避ける③特別な時（誕生日、記念日、落ち込んでいるときなど）には特に注意④密室を避ける⑤お互いの関係をゆっくりと進める⑥ことばと行いではっきりとノーと言う。
８．性被害にあったことのあるお友達に出会ったら…
「あなたは悪くない。あなたの価値は変わらない。状況は変えられる。」
そう励ます人になろう！
⑤高校生（杉山はるか）
「あなたの大切ないのちと性」
1.いのちの誕生の奇跡　詩篇139：13～16
　　　生命誕生について。今生かされていることの奇跡と喜び。
2.ずっと幸せになるために　創世記2：24
①自立/恋愛　自立すること：自己管理・自己選択・自己責任について
             異性・恋愛へとの向き合い方
②結婚　パートナーを大切にすること、愛することについて
③性生活　共に生きる絆を作っていくこと、一体となることの喜びについて
3.愛すること、いのちへの責任　ガラテヤ6：7
　神さまが与えてくださった、自分や周りの人のいのちと性を大切にすること
　　　神さまが与えてくださった自由を責任をもって楽しむこと
⑥青年・大学（李もも子）
性について学ぶとき、私たちの生き方、方向性、神様から与えられている様々なことを感謝し前向きに捉えているかを問われます。性を理解し、守るだけでなく、いのちの素晴らしさを伝え、互いの痛みや弱さに寄り添うつとめも神様から与えられていることも含めてお話しさせていただきました。
●性とは、いのちとは。神様の願いとは。
●若者の自己肯定感、結婚観、人生観（データより）
●恋愛、結婚、家族は生き方。
●誕生、妊娠と出産について。
●人工妊娠中絶、STD（性感染症）、性行為について。
●女性、男性の違いと心身の健康と理解。
●人生の旅路に喜びがありますように。
⑦婚約カップル・夫婦（安藤啓子）
「婚約中のカップルと夫婦における、いのちと性の喜びについて」
家庭の幸福というものは、妻と夫の人間関係で決まる。結婚の意味を・お互いの性を、正しく理解しておくことが重要になる。神様は「人生を分かち合う相手」の必要を満たす為に結婚を計画されたので、男と女は相方にとっての助け手である（創世記2:18）。また結婚において、肉体、魂、霊において二人は一心同体となる。結婚した二人に与えられるSEXは、神様からの大きな祝福。晴れて自分の体と心が相手を喜ばせることができる唯一の存在になるということ。この心と体がくっつくことはとてもデリケート。お互いが「どれだけ相手を思いやれるか」に関わってくる大切なもの。魂の面では、お互いの考え、望み、心の願いを分かち合うことによって一つになれるし、信仰生活を分かち合うことで霊的な一致を体験できる。幸いな結婚生活を送るためには、互いに与え合うことが大事。それぞれが自分の欲求を相手に押しつけ過ぎないために、助けとなるのがこの自他共への「思いやり」。

次に、男性と女性の必要を理解し合うこと（ｴﾍﾟｿ5:33）。女性は「愛されること」、男性の必要なことは「尊敬されること」。具体的には、＜妻は自分の夫を尊ぶ、敬う、彼を大切にし、尊敬し、重んじ、ほめ、窮みまで愛して賞賛する＞（詳訳聖書から）。ですから妻となった時の大きな役割として、尊敬の気持ちを通して、妻は夫に愛を表現する。夫は、犠牲的な愛で妻を愛する。自分の必要よりも妻の方を優先しなさいと、聖書は語る。

　　　生活を始めると、相手の人柄や生きる癖が徐々に見えてくる。その時、相手の長所・弱いところ、また生きる癖を、信仰と意思を働かせて受容する愛を与え合えると安心して生きられる。これがベストパートナーとなれる大きなポイント。時間とお金の使い方も、二人の間でバランスをとるための秩序が必要。この一つは大事に守って欲しいというのがあれば、後は任せられると良い。根底に「思いやりの愛が」ある・なしでは、全然違う。

　　　次に、争いの原因となる男と女の性の違いが顕著に表れるのが、会話。この違いをしっかりと理解し、日常生活に生かせるならば、相方に満たされ、最強の平和が築ける。

　　　●かみ合わない男女・会話
・男性はゴールから語り、女性はスタートから語り始める。
・男性は答えを決めてから話し、女性は話しながら答えを見つける。
・男性は聞かれるまで話したがらなくて、女性は自分から話したがる。
・男性はなるべく話題を絞り、女性は話題をどんどん広げていく。
・男性は言葉のまま受け取り、女性は気持ちを読み取って欲しい。
＊だから男女の会話はかみ合わなくなる。　　　　　　　出典：情報誌からの抜粋

お互いの性への理解と健全なコミニケーションが取れるなら、麗しい夫婦関係が築ける。

それでも争いが起こるのは、１、問題が起こると、すぐ相手のせいにし、２、相手を自分の理想の姿に変えようとする。３，相手が変わらなければどうしようもないと思い込み、自分の必要が満たされることばかり考えるから。このような誘惑に陥りそうになった時には迷わず、「神様助けて下さい！」と祈ろう。
性生活におけるそれぞれの役割をⅠｺﾘﾝﾄ7:2－5aを見て、確認しておくことは重要な鍵です。私達は神様が男性を三日に一度SEXを求める体に、女性は月２～３回で足りる体に造られた生身の人間。それなのにSEXLESSの夫婦が増え続けている現状は、神様の祝福をムダにする。神様から頂いた「いのちと性」を用いての結婚生活は、男と女に対する神様の恵みと祝福を体験できる、素晴らしいもの。また、相手への真の献身が求められる現場。お互いが愛する喜びを、愛される喜びを体験できる現場。一日の終わりに「今日も一日、僕・私のためにありあとう」と、互いに言葉と思いを掛け合えると素敵ですね。

⑧英語版（マクドエル綾子）
Part1: The Blessing of Life and Sex 

      　 You are special

     　  God loves you!

     　  How does life start?

    　   Delivery

    　   Keep our private zones clean and safe

Part2: Courtship, Marriage and Sex 

      　 Having a relationship

      　 Marriage

      　 Relationship in Marriage between husband and wife

     　  Sex

     　  Having relationships in courtship (Dating)

     　  What we can do now?

　
